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青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて
【１１】内務省や文部省を動かす

　　井上書記官との面談では，広島県内で青年団体が夜学校を開催している現状を報告し，国として統一指導の必要性を進言した。その内容が内務大臣に報告されたと見え，１９０５年（明治３８年）９月２９日付の内務省地方局長名で各県知事宛に「模範となる青年会の組織・事業などについて調査報告するよう」と通達が出された。また，翌年９月には『地方自治と青年団体』の小冊子を全国の郡長宛に配布した。こうした内務省の動きは，瀧之助の熱心さもあったが，日露戦争という時局を契機に青年団体を地方自治の発展に期すための大切な団体と考えるようになったからである。
　一方，文部省は，１９０５年（明治３８年）第５回全国連合教育会に「補習教育の普及発達を図る最も有効な方法」を諮問した。広島県からは，小学校教員の山本瀧之助が代議員に抜擢された。会議は，８月５日から３日間，東京で開かれた。瀧之助は，「国は若連中を再編成し，新しい青年団体を組織すること。青年団体が今着手すべき事業は夜学会・文庫の設置・演説会・共同作業などを列挙し，国は地方における青年団体の指導奨励をすべきである。」と提案した。瀧之助の提案は全面的に取り上げられ，以後，文部省が青年団の組織化や活動に前向きに取り組むことになった。

執筆：上田　靖士（山本瀧之助研究会）
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南部こんなんやるDay


内海公民館　TEL：９８６－３７２２

★「みんな未来の担い手に」
～学校・家庭・地域で育てよう内海っ子～
講　師　元内海小学校校長　佐藤 敬子さん

と　き　６月２１日（木）１９：３０～

ところ　内海公民館　集会室

お申込み・参加費は不要です。お気軽にご参加ください。


津之郷公民館　TEL： ９５１－１００２

スローステップ健康法！

と　き　６月２０日（水）１０:００～１１:３０

ところ　津之郷公民館　２階会議室

内　容　スローステップ運動（高さ１０ｃｍ～３０ｃｍの

踏み台を使う昇降運動）

持参物　室内用靴，タオル，飲み物

定　員　２０人 ※先着

申  込  津之郷公民館まで

運動のできる服装でご参加ください。


瀬戸公民館　　TEL：９５１－１００３

シニア食生活改善教室

低栄養を予防して元気に毎日を過ごしましょう！

と　き　１回目　６月２９日（金）１０：００～

「低栄養を防ぐ食生活のヒント」

２回目　８月３１日（金）１０：００～

「骨粗しょう症病予防の食生活について」

※食生活改善推進員による講義と，参加者で調理実習（軽食程度）を行います。

※できるだけ２回続けてのご参加をお願いします。

ところ　瀬戸コミュニティセンター

定　員　おおむね６５歳以上の方，及びその家族

締切り　実施日の１週間前まで！お早めに！

持参物　エプロン・ふきん・筆記用具・三角巾（大判のハンカチ，または手ぬぐいでもＯＫ）

申込み・問合わせは瀬戸公民館まで。

※ふれあいプラザや集会所でシニア食生活改善教室に参加された方は，申込みできません。


沼隈図書館    TEL：９８７－５６３０

親子で作ろう！新聞エコバッグ

と　き　６月１７日（日）１０:３０～１２:００

ところ　沼隈図書館　２階創作室

内　容　新聞を使ったエコバッグの作成

対　象　小学生と保護者

定　員　１０組（先着順）

申込み　６月１１日（月）１０：００～

来館または電話で


２０１２年子育てサポーターリーダー（ファシリテーター）要請講座　受講生募集！

子育てに関心があり，何かできないかなあと考えておられる方！身近なテーマをもとに作られた「親の力を学びあうプログラム」を活用した講座です。あなたの笑顔で，地域の子育てを応援してみませんか？
Ｑ．親の力を学びあうプログラムってどんなもの？

Ａ．参加者が子育てについて話し合い形式で答えを見つけていく講座です。対象年齢や状況によって親しみやすいテーマがいろいろ準備されています。

と　き　　全４回　6月２８日・７月５日・
７月１２日・７月１９日　毎木曜日
１３：３０～１６：００

ところ　　神辺中央コミュニティセンター

（神辺町川北９４８番地１）

内　容　　『「親の力」をまなびあう学習プログラム』講座の進行役になるためのスキルを学びます。受講後は修了証を交付します。地域で子育てボランティアとして活動してみませんか。

対　象　　子育て支援に関心のある方

定　員　　30人 ※先着

参加費　　無料
走島に行ってみませんか？

鞆・走島間にフェリーが就航したことをご存知ですか？

これからの暑くなる季節，走島では名産のちりめんの生産販売が行われます。南部生涯学習センターでも，７月に子ども大学で走島への探検ツアーを予定しています。神勢丸に乗って走島へ出かけてみませんか？
《走島汽船ホームページ》

http://www.tomotetsu.co.jp/hsirijimakisen/

ボーノさんのささやき
６月は環境月間です。また，６月５日は世界環境デーです。１９７２年６月５日にスウェーデンのストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して定められました。実は，この世界環境デー，提案したのは日本なのです。１９７２年の国連総会で，セネガルと共同提案し，制定されました。６月には，福山市でもいろいろな環境に関するイベントが開催されます。６月は，環境についていつもより少し深く考えてみませんか？

《福山市環境情報サイト》
http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/kankyo
ぬまくまの地域づくり

ぬまくまの地域づくりを知っていますか？

　ぬまくまの地域づくりは，１９８３年（昭和５８年）に旧沼隈郡沼隈町ではじまりました。「自らの地域は，自らが知恵を出し，汗を流し，住みよいものに創り育てる」という言葉は，ぬまくまの地域づくりの基本理念です。かつては誰から言われるでもなく，住民が互いに助け合って地域を創り，地域課題を解決してきました。しかし，８０年代は一億総中流と言われた時代…。いつのまにか住民の地域への関心が薄れていきました。そんな中始められたのが「ぬまくまの地域づくり」です。

すべて住民の手で

　ぬまくまの地域づくりは，計画から実施まですべて住民の手で行われました。もちろん最初から全住民の賛同が得られたわけではなく，批判もありました。しかし，賛同を得られた地域から取り組みを始め，実際の成果を通じて徐々に賛同を得，最終的に４８地区すべての地域がまちづくりの取り組みを実施しました。行政ではなかなか実現できない生活道路の整備や生活排水路の整備も行われました。また，計画から実施まで，すべて住民の手で行われることから，さまざまなステージで主役が登場しました。また，自分たちが創りあげた地域であるという意識から，地域に対する愛情と誇りが育まれました。

事業がスタートして間もない頃の話です。集落の中で，他の家より少し離れて１軒だけ民家がありました。話し合いの中で，道をつけることになり，みんなの力で幅３ｍの道路が完成しました。ねじれたブロック積み，波を打った舗装…。どうしても専門業者と比べると見劣りがします。
「すまん。ええ道にならんかった。」と地域の人がことわりを言うと，その家に住む方が「何十年も車が通れる道がほしいと思っていた。利益を受けるのは自分だけなのでどうしても言えなかった。道ができて本当に嬉しい。」と涙を流さんばかりに喜んだというエピソードがあります。地域の中で一番困っている人のことを考えて取り組んだことに大きな意味がありました。ねじれたブロックの中にはたくさんのドラマがあり，波打った舗装の中には地域の人たちの汗がしみ込んでいます。自らが知恵を出し，汗を流しながら作った道路や公園，広場には，ひとりひとりの愛情が詰まっています。しかし，道路作りなどの基盤整備は，あくまでも地域コミュニティを進めるための手段であり，最大の目的ではありません。運動広場ができれば運動会，集会所ができれば敬老会や料理教室といったように必ずコミュニティ行事がついてまわります。地域の人の知恵と汗が地域コミュニティを創り出すのです。

一荷合力

　沼隈には昔から「一荷合力」という言葉があります。「一荷合力」とは，“地域のことはみんなで助け合う”という意味です。一荷合力は，昔から当たり前にされてきたことでした。しかし近年，町内会の未加入世帯が増えるなど，地域のつながりの希薄化が問題になっています。２０１１年３月１１日に起きた東日本大震災。あの大変な混乱の中，まず機能したのが地域の力でした。今，地域のつながりが見直されています。この夏は地域の夏祭りに参加してみませんか？住民学習会に参加してみませんか？そこで創られたつながりが地域の力になるのです。


視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























